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平 成 13年度 全 国溶接 技 術 競 技 会・ 神 奈 川 県代 表選 手
前列 53番 山上浩司さん、41番 荒矢富成さん、50番 森下大士さん
後列 53番 海野俊克さん、52番 鈴木健彦さん、55番 高瀬裕文さん

被覆 ア ーク溶接 の部 で荒矢富成 さん優 勝

―
神奈川県代表 全員上位入賞を果たす

―
溶接技量日本一を競 う平成13年度 (第 47回 )全国溶接技術競技会東部地区支部神奈川大会は、(社)日 本溶接

協会及び(社 )日 本溶接協会神奈川県支部、 (社 )日 本溶接協会東部地区支部主催により、平成13年 10月 27日

(土 )開会式、28日 (日 )競技会と2日 間に亘 り、横浜市中区の三菱重工業 (株)横浜製作所本牧工場教育センタ

ーに於いて 2日 間にわたり開催された。

競技に先立ち27日 には横浜市中区山下町の県民ホール小ホールで開会式を開催 した。

開会式では、主催者を代表 して藤田譲 (社 )日 本溶接協会会長が挨拶に立ち、神奈川県支部、東部地区支部

委員会、神奈川県、三菱重工業 (株)横浜製作所などの関係者へ、競技会運営の協力と支援に感謝を申し上げ

そしてこの競技会の果たす重要性と参加選手に激励の言葉を述べた。

続いて、松浦重治三菱重工業 (株)横浜製作所取締役所長が会場を提供する立場から選手の皆さんに敬意を

表 し激励と歓迎の挨拶を述べた。

引き続き、実行委員長として相原正公 (社 )日 本溶接協会神奈川県支部長がこの競技会の意義と技能の重要

性と歓迎の挨拶を述べた。

引き続き、審査委員長挨拶として青木博文東部地区溶接技術検定委員会委員長代理で中込忠男信州大学教

授が代読 した。

続いて来賓祝辞として水口信雄神奈川県副知事が神奈川県民650万人を代表 して選手の皆さんを歓迎する。

近年落ち込みがちな神奈川県経済発展のため、全国からお集まり頂いた皆さんにはぜひ箱根等の観光地でお

金を使って頂き、神奈川県の良さを味わって頂きたいとユーモアを交えて歓迎の挨拶を述べた。

その後、前年の優勝県である愛知県支部と広島県支部から優勝旗の返還が行われ、続いて選手紹介が一人

ひとり行われた。

109名 の選手を代表 して選手宣誓に臨んだのは地元神奈川県代表の荒矢富成さん (被覆アーク溶接の部 ,

(株)東芝京浜事業所)今大会の健闘を声高らかに宣誓 した。

また今大会は初めての試みとして神奈川県支部を軸にして,東部地区支部委員会 (関東甲信越11支部)が協

力 して開催 した競技会です。

初めての試みとして成功の内に終了出来ましたのもひとえに、会場を提供 して頂いた三菱重工業 (株 )横浜

製作所の関係各位、実行委員として前後の準備と後片付けまで 3日 ～ 4日 間のポランティアとしてご活躍を

頂いた東部地区11支部66名 の皆様、開会式関係でバックアップをして頂いた神奈川県商工労働部長さん初め

工業振興課の皆様、東部地区溶接技術検定委員会関係各位の惜 しみないお力添えの賜物と感謝申し上げます。
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競技会当日は朝からあいにくの雨模様の中、今年も全国各地の厳 しい予選を戦って勝ち得た各県代表の精

鋭選手109名 (被覆アーク溶接の部54名 、炭酸ガスアーク半自動溶接の部55名 )は地元の期待と名誉を担って

熱い戦いを繰 り広げました。

その中で、神奈川県代表の 6選手は被覆アーク溶接の部で見事に優勝を果たし、炭酸ガスアーク半自動溶

接の部では 2位 ,3位 ,5位 と優勝を逃 したものの上位入賞を独占し、参加選手 6名全員が入賞という他県が

うらやむような快挙を成 し遂げました。

尚 炭酸ガスアーク半自動溶接の部では広島県代表の江口知行さん(マ ツダ(株 ))が優勝 した。

I■■■,■■■■■■■■■■■‐神:奈:,11県:代:表選手の成1績I■■,■■■■■■■III‖‖■

被覆アーク溶接の部 炭酸ガスアーク半 自動溶接の部

最 優 秀 賞 荒矢 富成 ((株)東芝京浜事業所)  2位  特別優秀賞 高瀬 裕文 (東急車輌製造(株))

優 秀 賞 森下 大士 ((株 )東芝京浜事業所)  3位  優 秀 賞 鈴木 健彦 ((株)東芝浜川崎工場)

優 良 賞 山上 浩司 (三菱電機(株)鎌倉製作所)5位  優 秀 賞 海野 俊克 ((株)東芝京浜事業所)

|        1 写真で見る開会式 と競技会の模様 |        |
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開会式参加の選手を待つ実行委員 県民ホール前の看板と噴水

開会式で挨拶をされる役員と来賓 選手宣誓をする荒谷富成さん

中華街の獅子舞い 競技説明の模様
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受付の人々 会場を点検する委員

開先加工をする選手

-

馨 :li

本番前の説明を聞く選手

全 ュ :≦≧ 重 誕堕 :華華 華 ≡華 皇 護 劃 匠 の 22二 =_
(別名 fつつじ詞

この写真は2000年 4月 30日の写真です。小さなお寺ですがここのつつじは実に綺麗です。

場所は、川崎市宮前区神木本町です。南部線溝ノロ駅から市営バスに乗り神木本町下車徒歩 7分
くらいです。

このお寺の近くに東高根森林公園があります。また紫陽花が綺麗なお寺などもあります。



(被 服 アー ク溶接 の部 )

入賞区分 都道府県 氏 名 所 属 得 点

最優秀 賞 神奈川県 荒矢 富成 (株)東芝京浜事業所 788
嘲 J麓積 香 川 県 竹原  博 三菱化学エンジニアリング(株)四 国事業所 786
優 秀 賞 大 分 県 板井  智 衛藤工業 (株 ) 782

″ 福 岡 県 岩丸 敦士 三菱化学エンジニアリング(株 ) 781
″ 北 海 道 村井 直樹 (株)日 本製鋼所 室蘭製作所 779
″ 神奈 川県 森下 大士 (株)東芝 京浜事業所 777
″ 鹿児 島県 下之薗和也 三洋工機 (株 ) 776
″ 東京第一 林  和幸 三菱化学エンジニア リング(株)鹿島支社 776

優 良 賞 岩 手 県 畑山 浩司 北 日本機械 (株 ) 775
″ 千 葉 県 角金 大介 山九 (株)君津支店 774
″ 大 阪 府 斉藤 浩一 (株)酒井鉄工所 771
″ 神奈 川県 山上 浩司 三菱電機 (株)鎌倉製作所 771

熊 本 県 若江  千 年 摂津工業 (株 ) 769
″ 新 潟 県 木村 義栄 東 日本旅客鉄道 (株)新津車両製作所 769
″ 二 重 県 生見 泰宏 (株)高田工業所四日市事業所 767

愛 媛 県 宮岡 成光 三浦テクノ(株 ) 766
宮 崎 県 寺 町  寿 久 清本鐵工 (株 ) 765

″ 青 森 県 佐藤  薫 (株)高橋製作所 765
徳 島 県 長尾 雅史 (有 )長尾鉄工 762
兵 庫 県 藤 本  真 也 三菱電機 (株)電力・産業システム事業所 759
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平成13年度(第47回 )全国溶接技術協議会 日入賞者

お知 らせ
原稿を募集 しています。

当支部で30年間経理を中心に勤務 して参り

ました森島賓枝子さんが、3月 を持ちまして

定年退職を迎えました。

年間の試験受験者が1,500人程 (今 は6,100

人)の頃から今に至るまで陰に陽に当支部を

支えて参りました。

お疲れ様でした。ありがとうございました。

自社の紹介や、技術関連、簡単な旅の話、

写真、クイズの問題等お待ちしております。

(社 )日 本 溶 接 協 会 神 奈 川 県 支 部

TEL 044-233-8367
FAX 044--246--5265

(炭 酸 ガ ス ア ー ク溶 接 の部 )

入賞区分 都道府県 氏 名 所 属 得 点

最 優 秀
′

広 島 県 江 口 知 行 マ ツダ(株 ) 796
特別優秀賞 神奈川県 高瀬 裕文 東急車輌製造 (株)横浜製作所 790
優 秀 賞 神奈川県 鈴木 健彦 (株)東芝浜川崎工場 785

茨 城 県 竹林 秀雄 日立建機 (株)土浦事業本部 777
神 奈 川 県 海野 俊克 (株)東芝京浜事業所 776
福 岡 県 池 田 智 之 山九 (株)八 幡支店八幡圧延整備 グループ 775
長 野 県 丸山 昭治 (株)高 山 772

″ 京 都 府 柴田  恭 (株)タ クマ京都工場 772
優 良 賞 大 阪 府 中野 真悟 近畿車輛 (株 ) 770

徳 島 県 近藤 昭則 (株)ア セビ製作所 769
″ 香 県 岡 田 正志 (株 )タ ダノ 769

山 口 県 正岡 丈治 日立笠戸機械工業 (株 ) 769
兵 庫 県 東海 佑治 三菱電機 (株)系統変電・交通システム事業所 769

″ 北 海 道 岡山 輝生 桜井鉄工 (株 )本L幌工場 767
″ 栃 木 県 門脇 康弘 (株)巴 コーポ レーシ ョン小山工場 767
″ 新 潟 県 金塚 憲司 東日本旅客鉄道 (株)新津車両製作所 766
″ 秋 田 県 斉藤 賢吾 千代田興業 (株 ) 764
″ 北 海 道 後藤 一之 (有)太平洋機工 763

鹿児 島県 岩切 卓也 (株)相 良製作所 762
″ 宮 城 県 岡 山 浩 東北三和綱器 (株 ) 762

愛 媛 県 高橋 勇機 三浦マ シン(株 ) 762


